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図－1 分水施設の模型・対策後 

図－2 施設概要図 

図－3 人孔部の空気噴出・対策前

加勢川第6排水区浸水対策施設の水理現象に関する調査研究（熊本市） 

調査研究年度 2010年度 浸水対策の推進 

 

（目 的） 

熊本市では，加勢川第 6 排水区の浸水対策事業としてピークカット貯留を目的とした雨水調整池の整備を

計画している。既設幹線（水路）は，計画流量（27.1m3/s）に対して，流下能力不足区間（ネック箇所で7.78m3/s）

があることから，超過流量を分水した後，長大伏越構造のバイパス幹線（φ3250mm，1458m）へ流入し，吹か

し上げ形状で雨水調整池に流入する構造となっている。分水施設は横越流堰（固定堰）で計画されているが，

射流状態で流下する 3 系統の幹線の合流地点の下流に位置することから，流況の乱れや射流状態を考慮した

適切な施設構造とする必要がある。また，バイパス幹線では段波等による不安定流況に伴う水位の急上昇や

圧縮空気による空気や雨水の噴出が懸念される。本研究は，整備予定の分水施設，新設バイパス幹線を再現

した水理模型実験を行い，水理機能の検証と対策形状の検討を行ったものである。 

 

（結 果） 

（１）分水施設 

分水施設（横越流堰 5m×9 連）と上下流の既設水路部，越流側の

導水路を再現した縮尺1/12の模型を製作し，原案形状での流況確認

並びに機能の検証を行った。その結果，既設幹線への最大流下量が

10.1m3/s となりネック箇所の能力を上回るとともに，2.5ｍ3/s から

分水が開始されるため雨水調整池の必要貯留量が増大するなど，横

越流の課題が確認された。そこで対策工の検討を行い，①堰高の調

整，②補助構造物の設置（ﾃﾞﾌﾚｸﾀｰ＋水路底部突起）による改良形状

を提案した。その結果，調整池への分水開始が4.0m3/sに改善され，

既設幹線への流下量は 6.64m3/s となり，下流ネック箇所の流下能力

を下回る分水特性が得られた。 

（２）流入施設 

新設バイパス幹線への流入は約 20m の落差があるため，らせん案内路

式ﾄﾞﾛｯﾌﾟｼｬﾌﾄ（φ2800mm×2 連，以下 DRS という）による落差処理を計

画している。幹線がドライの状態では全量が DRS 内を流下するが，調整

池へ流入が発生する等管内水位が高い状態では，分水施設工へ背水影響

が及ぶことから，流量の一部を DRS の前面の堰から越流させる構造を提

案した。また，水理模型実験による機能検証結果を踏まえ，流入部の形

状変更（DRS 入口部の段差位置の変更）と吐出部の形状変更（吐出管の

縮小と上下流反対方向設置）による改良形状を決定した。 

（３）幹線全体 

導水路から流入人孔（人孔内DRSを含む），新設バイパス幹線全体，吹

き上げ人孔，調整池までを再現した全体模型（断面方向縮尺 1/16.25，

流下方向縮尺1/22）により，原案形状での水理機能を検証した。その結

果，段波の遡上に伴う急激なエアの移動や流入人孔部での噴出，さらに

排気できない管頂部のエアが圧縮され，吹き上げ人孔で激しく噴出する

現象等が認められた（図－3参照）。当機構での過年度の知見等を活用し

て対策工の検討（トライアルを含む）を行い，人孔の近傍の幹線管頂部

にエア管（流入側φ600mm，流出側φ600mm）を設置する対策を決定した。 

 

熊本市との共同研究 

問い合わせ先：研究第二部 坂根 良平，吉川 静雄，井藤 元暢，田村 司郎【03-5228-6598】 
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